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アアンントトレレププレレナナーーシシッッププⅡⅡ
          ～～ビビジジネネススアアイイデデアアをを考考ええるる～～

▶授業の目的と概要

アントレプレナーシップとは、高い創造意

欲を持ち、リーダーシップを発揮して困難な

課題にチャレンジ精神で取り組み、協調と協

働を図りながら、社会をよりよくするための

能力・行動を言います。時代の変化は激しく、

デジタル化、ＡＩ化が進み、感染症に強い社

会システムが求められる中で、自らを差別化

する手段として、ますます高い価値を持つも

のです。このアントレプレナーシップ向上の

ために、実際の事業者の課題抽出し、解決策

を考えるＰＢＬ型授業（課題を見つけて、解

決策を考える）を開催します。  

具体的には、事業者の方から直接お話を聞

いて、グループで討論して課題を見つけ出し、

課題の解決策を考えてグループ発表をしま

す。 

担当教員 
産学公連携推進機構 

上田 雄三郎 特任教授 

開講曜限 
火曜日 4 限,5 限 

（14：30～16：00,16：10～17：40） 

開講日 

10 月 

11 月 

12 月 

ホームページで

ご案内します。 

※対面授業で、毎回の出席とプラン発表に

より評価とする。 

※開講日に変更がある場合は、事前に

SUCCESS などを通じて早めに周知する。 
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      経経営営数数学学  ～～経経営営のの科科学学～～

▶授業の目的と概要

企業経営において、数量的な分析をベース

として問題を解決し、科学的基礎に基づいた

計画・意思決定を行うことは重要な課題のひ

とつである。この授業では、生産、販売、投

資の問題を題材として、需要予測や在庫管理

に関連する確率や統計の理論、経済的に有利

な案を選択する理論や数理モデルの作り方

を紹介する。 

例題で解説する数理モデルの作り方や取

り扱い、さらに関連する問題を実際に解くこ

とを通じて、問題を数式で表現し最適な解を

計算によって求めるといった、オペレーショ

ンズ・リサーチの手法や問題解決の為の基本

的な考え方を身につけることを目標とする。 

※原則として対面で実施するが、新型コロナ

ウイルス感染拡大状況によっては、オンライ

ンで実施することもある。オンラインで実施

する場合には原則として Zoom を用いる。 

担当教員 
経済学部 

内藤 雄志 准教授 

開講曜限 木曜日 2 限（10：30～12：00） 

開講日 

4 月 13,20,27 

5 月 11,18,20,25 

6 月 1,8,15,22,29 

7 月 6,13,20 

講義資料 

講義資料は、原則として毎週水

曜日（授業予定日の前日）13 時ま

でに、SULMS（滋賀大学・学習管理

システム）に掲載する。対面授業

の場合は、希望者にその回の分を

印刷したプリントを配布する。参

考書は、講義資料に掲載する。 

＜補足情報＞ 

予習をしたい方、欠席された方

には SULMS に講義資料と投影資

料の PDF ファイルを掲載。必要に

応じて授業や SUCCESS で指示す

る。 
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